


研究背景および⽬的

研究背景
• 1999年、農林⽔産省が棚⽥保全を⽬的に
「⽇本の棚⽥百選」を発表した

研究⽬的
• 関⻄の棚⽥百選の選定地区を対象に、棚⽥
保全活動の仕組みと活動主体の役割を探る

青柳健二(2002)：日本の棚田百選―米も風景もおいしい私たちの
「文化遺産」，小学館，127ｐ

• その後、棚⽥所有者の⾼齢化と後継者不⾜が
深刻化している

• ⾏政や各種団体等の多様な主体による棚⽥
保全の取り組みが活発化しつつある



第２章 調査⽅法
調査対象

調査⽅法：
・インターネットの検索エンジン
Googleを⽤いて検索

・各地区における棚⽥保全活動の
主催者のホームページより調査

(「⽇本の棚⽥百選」選定地区) 調査期間：平成28年6〜9⽉

調査項⽬：
・棚⽥の概要
・棚⽥保全活動の取り組み主体
・棚⽥保全活動の取り組み内容

府県 市町村 棚⽥名称
紀和町 丸⼭千枚⽥
飯南町 深野のだんだん⽥
⻲⼭市 坂本

滋賀 ⾼島市 畑
⼤江町 ⽑原
京丹後市 袖志
千早⾚阪村 下⾚坂の棚⽥
能勢町 ⻑⾕の棚⽥
多可町 岩座神
佐⽤町 ⼄⼤⽊⾕
美⽅町 うへ⼭
村岡町 ⻄ケ岡

奈良 明⽇⾹村 稲渕
和歌⼭ 清⽔町 あらぎ島

兵庫

三重

京都

⼤阪

14地区



直接⽀援

仲介

補助⾦交付

寄付

会費

販売

広報誌の発⾏

⾷関連イベント

⽂化関連イベント

学習関連イベント

宿泊体験

地域通貨

⼈材育成 農業関連技術

労働⼒⽀援

経済⽀援

地域ブランディング

第２章 解析⽅法
取り組み主体

取り組み内容

市町村

府県

国

農業関連団体

⼀般財団法⼈

NPO法⼈

企業

その他団体

有識者

⾏政

各種団体

棚⽥所有者

地区内住⺠

地区外住⺠



市
町
村

府
県

国

農
業
関
連
団
体

一
般
財
団
法
人

N
P
O
法
人

企
業

そ
の
他
団
体

紀和町 丸山千枚田 ● ● ● ●

飯南町 深野のだんだん田 ●

亀山市 坂本 ● ● ●

高島市 畑 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

大江町 毛原 ●

京丹後市 袖志 ● ● ● ● ● ●

千早赤阪村 下赤坂の棚田 ● ● ● ● ●

能勢町 長谷の棚田 ● ●

多可町 岩座神 ● ●

佐用町 乙大木谷 ● ●

美方町 うへ山 ●

村岡町 西ケ岡 ● ● ●

明日香村 稲渕 ● ● ●

清水町 あらぎ島 ● ● ● ●

有
識
者

不
明

棚田名称市町村

行政 各種団体

棚
田
所
有
者

地
区
内
住
民

地
区
外
住
民

4地区 6地区 7地区 4地区 3地区 1地区第２章 取り組み主体



人材
育成

直
接
支
援

仲
介

補
助
金
交
付

会
費

寄
付

販
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広
報
誌
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食
関
連
イ
ベ
ン
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文
化
関
連
イ
ベ
ン
ト

学
習
関
連
イ
ベ
ン
ト

宿
泊
体
験

地
域
通
貨

農
業
関
連
技
術

紀和町 丸山千枚田 ● ● ● ● ●

飯南町 深野のだんだん田 ●

亀山市 坂本 ● ● ● ● ● ●

高島市 畑 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

大江町 毛原 ● ● ● ●

京丹後市 袖志 ● ● ● ● ● ●

千早赤阪村 下赤坂の棚田 ● ● ● ● ● ●

能勢町 長谷の棚田 ● ● ● ●

多可町 岩座神 ● ● ● ●

佐用町 乙大木谷 ● ● ● ● ●

美方町 うへ山 ● ●

村岡町 西ケ岡 ● ●

明日香村 稲渕 ● ● ● ● ●

清水町 あらぎ島 ● ● ● ● ●

地域ブランディング労働力支援 経済支援

市町村 棚田名称

第２章 取り組み内容 12地区 7地区 9地区 １地区



人材
育成

直
接
支
援

仲
介

補
助
金
交
付

会
費

寄
付

販
売
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報
誌
の
発
行

食
関
連
イ
ベ
ン
ト

文
化
関
連
イ
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ン
ト

学
習
関
連
イ
ベ
ン
ト

宿
泊
体
験

地
域
通
貨

農
業
関
連
技
術

紀和町 丸山千枚田 ● ● ● ● ●

飯南町 深野のだんだん田 ●

亀山市 坂本 ● ● ● ● ● ●

高島市 畑 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

大江町 毛原 ● ● ● ●

京丹後市 袖志 ● ● ● ● ● ●

千早赤阪村 下赤坂の棚田 ● ● ● ● ● ●

能勢町 長谷の棚田 ● ● ● ●

多可町 岩座神 ● ● ● ●

佐用町 乙大木谷 ● ● ● ● ●

美方町 うへ山 ● ●

村岡町 西ケ岡 ● ●

明日香村 稲渕 ● ● ● ● ●

清水町 あらぎ島 ● ● ● ● ●

地域ブランディング労働力支援 経済支援

市町村 棚田名称

第２章 取り組み内容 9地区



・特徴的な取り組み内容

・特徴的な取り組み主体

・⾏政と地元住⺠との協働

・⾏政や棚⽥所有者以外が
活動の中⼼

第３章 調査⽅法

14地区
 調査対象

➡4地区
 調査⽅法：
調査の協⼒が得られた
10の組織団体及び⾏政に
ヒヤリング調査

 調査期間：
平成28年10〜12⽉

 調査項⽬：
・取り組み内容
概要、⽬的、きっかけ、
開始年、頻度、活動場所
・取り組み主体
名称、属性、⼈数、平均年
齢、特徴
・主体の役割
取り組みにおける各主体の
⽴場、働きかけ



13取り組み
⽥植え、稲刈り体験
交流会
草刈り
棚⽥⽶の販売
棚⽥ふるさと保全基⾦
棚⽥ふるさとファンクラブ
⼤⼈の棚⽥塾
体験農園
棚⽥夢灯り&収穫祭
棚⽥ボランティア
オーナー制度
オーナー制度
体験プログラム

第３章 調査⽅法

14地区
 調査対象

➡4地区
 調査⽅法：
調査の協⼒が得られた
10の組織団体及び⾏政に
ヒヤリング調査

 調査期間：
平成28年10〜12⽉

 調査項⽬：
・取り組み内容
概要、⽬的、きっかけ、
開始年、頻度、活動場所
・取り組み主体
名称、属性、⼈数、平均年
齢、特徴
・主体の役割
取り組みにおける各主体の
⽴場、働きかけ



第３章 解析⽅法

袖志での⽥植え稲刈り体験



第３章 解析結果



第３章 袖志での⽥植え・稲刈り体験



第３章 下⾚坂の棚⽥での棚⽥夢灯り＆収穫祭



第３章 稲渕での体験プログラム



まとめ

新たな取り組みを実現するうえで、袖志のモデル
ファーム協定でみられたように、府県は、棚⽥所
有者や市町村と協⼒し、広範囲の地区外住⺠、企
業とのマッチングの仲介役を果たしている

棚⽥所有者や市町村は、下⾚坂の棚⽥にみられた

ように、⾃らの⼟地を⾃主的に守るだけでなく、

地域ブランディングに取り組むことで地区外居住

者に対して棚⽥保全活動に携わる意義や多様な機

会を提供している

従来は、参加者としてしか関わることのなかった
地区外住⺠、各種団体は、袖志や稲渕でみられた
ように、それぞれの団体の特性を⽣かして多様な
役割を担っている

https://www.kyoto.coop/newslog/2015/04/post_31.php

http://tanamusu.naturum.ne.jp/e1733830.html

http://information.pal‐system.co.jp/event/160801_sasakami‐inekari/

⽥植え体験（早⼄⼥による）

モデルファーム協定

稲刈り体験


